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新JAIRO Cloud（WEKO3）への
移行実証実験報告

オープンアクセスリポジトリ推進協会

コンテンツ流通促進作業部会JAIRO Cloudチーム
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1. 新JAIRO Cloud移行評価実験とは

2. JAIRO Cloudユーザからみた新JAIRO Cloud
3. アイテムの移行について

4. ワークフロー操作・アイテム登録について

5. 新JAIRO Cloudの画面について

6. その他の機能について

はじめに

講演の内容

共用リポジトリサービス「JAIRO Cloud」は、機関リポジトリシステム環境を550以上の機関に提

供しているクラウドサービスです。このJAIRO Cloudメジャーバージョンアップに伴う「新JAIRO 

Cloud移行評価実験」の現状について報告します。
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新JAIRO Cloud移行評価実験とは
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• 2020年10月にメジャーバージョンアップ
– 2012年度のサービス開始から初、WEKO2からWEKO3へ
– NetCommonsから、独自の画面デザインシステムへ

– junii2から、JPCOARスキーマへ

– 検索エンジンをElasticsearchに
– 研究データ対応

– ほか

• 大がかりなアップデートのため、データの移行が必要
– 万全を期すためデータ移行実験実施が必要

– NIIとJPCOARとの共同による

– 2019年9月から12月末までの予定（評価環境を使っての評価は10月8日から）

新JAIRO Cloudへのリプレイスと移行実験
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• コンテンツ流通促進作業部会のJAIRO 
Cloud利用機関部会員が実験参加

• うち4名のJAIRO CloudチームがNIIと共同
で実験をとりまとめ

• JPCOAR会員機関に、実験参加を依頼

– 参加機関数が少ないままだと評価が偏る弊害
がある

– 機関種別・登録コンテンツ数・登録資料種別・画
面デザインなどバリエーションを考慮し、打診

– 打診をした全機関からご協力の回答あり！

JPCOARのJAIRO Cloudチームと移行評価実験参加機関

• コンテンツ流通促進作業部会から参加

– 上越教育大学

– 東京大学

– 名古屋大学

– 沖縄科学技術大学院大学

– 筑波大学

– お茶の水女子大学

• 作業部会からの協力依頼により参加

– 宮城教育大学

– 横浜国立大学

– 信州大学

– 首都大学東京

– 田園調布学園大学

– 近畿大学

– 甲南大学

– 神戸女学院大学

– 国立教育政策研究所

– 国際日本文化研究センター

• コミュニティ強化・支援作業部会

移行評価実験参加機関一覧(17機関)
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• 各実験参加機関にNIIによる移行評価環境及びドキュメントの提供
– 10月8日から評価環境での評価開始

– 当初の評価環境では対象アイテムタイプを限定

– 画面デザインの移行は次のステップで

• 不具合・要望・質問等を課題管理ツール”Backlog”に投稿
– JAIRO Cloudチームを含め参加機関全体でフォロー

– NIIがウオッチし、不具合の改修の手配を行う

• 希望者参加のテレビ会議によるWEKO3の学習・課題フォロー
– 第1回 9月4日（火） 13:00-15:00
– 第2回 10月10日(木) 10:00-12:00
– 第3回 10月31日(木) 10:00-12:00

実験の進め方
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分類 (Backlog親課題) 登録課題数

新JAIRO Cloud移行環境への接続 4
アイテムの移行 ※当面の重点課題 17
インデックスの移行 3
著者データ 2
メイン画面（キーワード検索、インデックス、アイテムリスト表示） 11
アイテム詳細ページのデザイン 11
ワークフローの操作、アイテムの登録 9
ユーザアカウントの移行 1
メニューの構成 0
画面デザイン構築 15
NII提供マニュアルについて意見 0
その他 11

現時点までの実験活動概要

2019/10/8～2019/11/6 の期間に登録された課題数

• 当面の重点課題は「アイテ
ムの移行」

• それにとどまらず（NII開発

中の機能を含め）積極的に
評価活動が行われている
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JAIRO Cloudユーザからみた新JAIRO Cloud
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• アイテム登録時にはまずワークフローを選択

• フロー（処理の流れ） ＋ アイテムタイプ ＝ ワークフロー

• フローもアイテムタイプも各機関でカスタマイズ可

• アイテム登録後の別アイテムタイプ切替が可能に（開発中）

• アイテムタイプをそのままで資源タイプ(dc:type)の変更が可能に

ワークフローとアイテムタイプ

フローA

フローB

フローC

学術雑誌論文 / Journal Article

紀要論文 / Departmental Bulletin Paper

学位論文 / Thesis or Dissertation

フロー アイテムタイプ

ワークフロー
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WEKO3の操作性 ～WEKO2の踏襲と変化～

• WEKO２を踏襲

– アイテム個別登録は、メイン画面のタブメニュ
ーからステップを進める形式

– インデックスツリーの設定項目はWEKO2を
踏襲しているので、なじみやすそう

– インデックスツリー編集画面例（右）では、従
来どおりインデックスツリーのドラッグ＆ドロッ
プによる操作性を踏襲

• WEKO２から変化

– アイテム入力画面がJPCOARスキーマ対応

– システム管理機能は、WEKO2のタブメニュ
ーから、ユーザ画面のサイドメニューへ

– 画面デザイン構築の操作を一新

WEKO3におけるインデックス編集画面例
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アイテムの移行について
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Junni2マッピングによるアイテムの移行

現JAIRO Cloudのアイテムタイプ設定例
新JAIRO Cloudの学術雑誌論文用標準アイテムタイプ
（JPCOARスキーマがベース）
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JPCOARスキーマ対応はできている

PDFは問題無く、ダウンロードできる

デフォルトのアイテムタイプを利用している機関も、独自の
アイテムタイプを利用している機関も、移行できていそう

パっと見は「全部移行できている」ように見える
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変更になった箇所

WEKO2で使っていたメタデータ項目名が統一されてい
る（別個にjunii2のdescriptionにマッピングしていた「抄録
」と「内容記述」が 「内容記述」にまとめられる等）

これから対応

Junii2マッピング設定のない項目が移行されていない

「ライセンス情報」や「発行年」などが移行されていない

PDFカバーページがついていない

とはいえ「変更になった箇所」や「これから対応」のところもある
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不要になったWEKO著者IDが移行されている

エンバーゴ設定しているファイルが公開になっている

アイテム中に抄録（abstract）が繰り返し表示されるケースがある

元データにないSHERPA/RoMEOのリンクが追加されている

 「本文へのリンク名」で設定した名称が消えている（PDFのファイ
ル名称となっている）

みつけた不具合はNIIが対処中！
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今後の移行実験での対象アイテムタイプ及びデータ項目増加

移行を機にしたアイテムタイプの修正や統合

移行後に各機関で、（JPCOARスキーマに「より」準拠するなど）デ
ータを一括修正するための機能の充実

今後への期待
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ワークフロー操作・アイテム登録について
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ワークフロー

• WEKO2より大幅変更

• Flow（Actionの実行順序、実験権限を付与したもの）が追加された新WorkFlowとなる

• FlowとWorkflowで様々なバリエーションが可能

ワークフロー項目 現ワークフロー アイテムタイプの選択 Flow 新 Workflow

WEKO2 登録中：
自分が登録中の状態

登録中→承認待→承認済

承認あり又は承認なしの２
種類の一連の流れしかな
い

登録中のワークフローか
らアイテムタイプを選択

→ワークフローとアイテム
タイプの選択は不可

承認待：

自分が登録を完了し、自分以外の
人の承認待ちをしている状態

承認済：
自分以外の人が承認した状態

WEKO3 To Do：
自分（のロール）でアクションを起こ
すアクティビティ

ワークフローの作成時に
アイテムタイプを選択

初期状態ではStartとEndの
み。

それにアクション登録画面
において Item registration
やApproval  などのアク

ションの追加やロール
（ユーザー）の指定が可能

アイテムタイプ+フロー

（アイテムタイプとフローを１つずつ選んで
ワークフローを作成する）

→担当するロール（ユーザー）ごとに複数
のアクションの設定が可能

例）
• To Do
• To Do →Wait
• To Do →Wait→別のロールのTo Do

Wait：
自分（のロール）以外でアクションを
起こすアクティビティ

All：
自分が関連するすべてのアクティビ
ティ（To Do とWaitの両方の情報が
表示される）
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Flow登録 Workflow登録



2019/11/14 始めなければ始まらない－JPCOARオープンアクセスリポジトリ戦略の幕開け－ 20

• どのWorkflowからもNew Activity（新規アイテム登録）が可能
• Activity Noが自動付与される

アイテム登録

実験対象：１）学術雑誌論文 / 博士論文 （但し、デフォルトタイプ（学術雑誌論文）のメタデータ項目のみ）
２）個別登録のみ （他のリソースからのメタデータ取り込み、識別子付与等は省く）
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アイテム登録

登録必須項目：

• アイテムタイプ

• 公開日

• タイトル

• 言語

入力可能項目：

JPCOARスキーマ採用により

増加

変更点：１）メタデータ登録の際の公開日設定がカレンダーからの入力となる（公開日はアイテム詳細画面で表示される）

２）言語設定：タイトル以外でも可能（参加館のニーズに合わせてカスタマイズ可能） → 設定がやや複雑

確認事項：メタデータ登録→インデックス指定→承認→登録完了の各プロセスが問題なく実行できた

改善点：メタデータ項目の表示方法やデザイン、画面推移等に課題が残る
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新JAIRO Cloudの画面について
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新JAIRO Cloud(WEKO3)の検索画面例・画面デザインの Before After

現JAIRO Cloud(WEKO2)の検索画面例

現JAIRO Cloudの画面を
新JAIRO Cloudで再現してみました！
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１．Widget （Webパーツ）を作成 ２．作成したWidget の配置を決定

※Widgetは、Weko2画面デザインのモジュールに相当。一つのWidgetに日本語・英語表示を入力する等、操作方法に違いはあるが、
Weko2同様に画面デザインの編集が可能

・画面デザインの 構築ツール
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・移行したアイテムの詳細表示例

現行WEKO2の詳細表示レイアウトを
踏襲しながら、共有機能、統計、

ファイル出力情報、バージョン情報の右
列に並ぶ配置

＜検討課題＞

・別言語タイトルやファイル情報等、
メタデータの表示並び替えをしたい

・本文ファイルのハッシュ値は、
この場所に必要か

・出力フォーマットにJSONが増えたが、
TSVもしくはCSVのエクスポートもほしい

・作成者の著者IDがそのまま表示
されるが、リンクになるとよい

・
・
・

次スライドに続く
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・ja , en等の属性名と値が
同じ表示スタイルであるため、
区別しやすくしたい

・Creative Commonsライセンス
4.0バージョン対応はどう行うか

・書誌情報の表示は、 欄で分けて、
雑誌名、巻、号、ページ等の
項目ラベルをつけたい

・ アイテム詳細画面の場合、
htmlの<title>タグにアイテムの
タイトル情報をいれたい

等々…

→ 只今、検討中です

前スライドからの続き
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その他の機能について
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• 要望事項例
– 検索結果のノイズ対応

– 言語を指定したトップページのURL指定

– インデックスツリー編集画面における新規インデックスの追加位置変更

– ほか

• 不具合の指摘及び対処例
– 移行評価環境への接続不具合について対処

– 詳細検索の画面デザイン崩れ

– ほか

その他の機能について、ピックアップ
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今後とも新JAIRO Cloudの向上に向け、尽力していきます

ぜひ、リリースを期待してお待ちください

おわりに
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